
書式第 12号 (法第 28条関係)

2022年度  事 業 報 告 書

2022年  1月  1日 から 2022年  12月  31日 まで

ぽ0法人 インテリジェンス研究所

1 事業の成果

(1)特定非営利活動に係る事業
「20世紀メディア情報データベース」については、「ざつさくプラス」の皓星社と

の売上高を計上した。契約数も若干増えており、まずまずの成果といえる。
文生書院との契約の方も増減はなく、現状維持であった。
今年度の個人の資料会員数については、営業活動をしていないにも拘らず8名 の新規申込者があったが、

昨年度に比べると5万円の減収であった。5,000円 という年間使用料金の廉価な価格設定はNPOと して
貢献の一つであると自負している。

諜報研究会は、新型コロナウィルス感染拡大のため、昨年同様Z00Mを使用 してオンラインで開催 した。
なお、12月 の研究会のみ対面とオンラインのハイプリッド方式で開催した。今年度は8回開催した。
常に盛況で、オンラインでの実施のため、対面では参加できなった海外や地方からの参加者が多数あ
た。
研究会の開催毎に寄付金募集を行ったところ、多数の方々 (のべ57名 )が応募してくださり、研究会

催の諸経費を補うことができた。応募者の芳名は年度末のHPに まとめて掲載した。
「日本人検閲者とGHQの言論統制に関する調査・研究」 (科学研究費)は引き続き が中心

なって進めた。
当会員は提携関係にある20世紀メディア研究所の研究会に積極的に参加し、雑誌『 Intelligence』

書院発行)にも研究成果を投稿した。
特別研究会は諜報研究会とは異なり、基本的には特別研究員のみの参加で運営する研究会であるが、

年度は一般にも公開して開催した。ただ諜報研究会の開催回数の増加により、今年度は昨年度同様1回

の開催となった。その成果を日本インテリジェンス史の定本作成につなげるという長期目標の下、
究員が報告し、質疑応答なども行われた。
HPについては、引き続き事務局が作成の中心となって細かい更新を絶えず行っている。
また、ツイッターアカウントでも引き続き諜報研究会開催情報などを発信している。

(2)その他
事業計画書では「データベース運用収入の増加次第では年間30万円を目途に定本編纂参加者など

助を行う。」としていたが、データベース運用収入の増加がそれほどなく、さらにはコロナの影響もあっ

少額の援助で終わった。

2 事業の実施に関する事項
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実 施
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第 11期

自 2022年 1月 1日

至 2022年 12月 31日

特定非営利活動法人インテ リジェンス研究所

東京都 日野市日野本町 5丁 目19番地の 11



活 動 計 算
[税込](単位 :円 )

目

その他の事業   合計

31

に係る事業
〔経常収益】
【受取会費1

正会員受取会費
資料会員受取会費
【受取寄付金1

受取寄付金
【受取助成金等】
受取入会金
【事業収益:

事業 収益
【その他収益】
受取 利息

経常収益 計
【経常費用:

【事業費】
(人件費)

役員報酬 (事業)

人件費計
(その他経費)

業務委託費(事業)

会 議 費(事業)

使 用 料 (事業)

新聞図書費 (事業)

通信運搬費 (事業)

慶 弔 費 (事業)

消耗品 費 (事業)

賃 借 料 (事業)

支払手数料 (事業)

その他経費計
事業費 計

【管理費】
(人件費)

役員 報酬
人件費計

(その他経費)

業務委託費
通信運搬費
消耗品 費
賃 借 料
新聞図書費
慶 弔 費
支払手数料

その他経費計
管理費 計
経常費用 計

当期経常増減額

【経常外収益】
経常外収益 計

I経常外費用】

経常外費用 計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

経理区分振替額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額
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【活動計算書の注記】
当法人47条 1項に記載の収支計算書を活動計算書と称しています。



対
特定非営利活動法人インテリジェンス研究所 [税込](単位 :円 )

【流動資産】
(現金・預金)

現   金
当座 預金
普通 預金

現金・預金 計
流動資産合計

資産の部 合計

【流動負債】
未払法人税等

流動負債 計
負債の部 合計

【正味財産】
前期繰越正味財産額
当期正味財産増減額
正味財産 計

正味財産の部 合計
負債・正味財産合計

《負債の部》

《正味財産の部》
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囲五i五亜屋□
特定非営利活動法人インテ リジェンス研究所 2022年 12月 31日 現在

【重要な会計方針】

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正 NPO法 人会
計基準協議会)によっています。

(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。



財 産
特定非営利活動法人インテリジェンス研究所
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特定非営利活動に係る
特定非営利活動法人インテリジェンス研究所
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書式第 18号 (法第28条関係)

2022年 (■事彙年度において●■であつたことがある全員の氏名及び住隋又は層断菫
びにこれら0■について0■事彙年■における●日の有颯キ1日●した名簿)

]

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れて ください。)

`以

下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

回各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2 役員―覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間氏   名

モ ト タケ トシ 2022年 1 1日

1 ロロ
山本 武利 12月 31日

〇 癬 チヤ レイコ 1日

2
土屋 ネL子 31日

報酬を受けた期間
(餃当者のみに記入)

年   月   日

月   日

年

年

月

月

日

日

ノリマツ ヒサオ
3 □

則松 久夫

スダ クニユキ
4 口rョ

須田 邦之

ミヨカワ キクオ

〇 薔5

御代川 貴久夫

/\, r ケンジ
6 r重〕ヽ・監事

V
原 田 健 司

⌒

t壁り・監事 =,r{t:./ ソウメイ
7

小林 聡明

2ω2年 1月 1日

2022年 12月 31日

2022年 1月 1日

m22年 12月 31日

2022年 1月 1日

"22年
12月 31日

年 月

月

日

日年

2022年 1月 1日 4=   月   日

2022年 12月 31日 年  月  日

2022年 1月 1日 年  月  日

202年 12月 31日 年  月  日

2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年  月 日

日年  月

□

9

c里〉監事
コウノ ミチユキ m22年 1月 1日

2022年 12月 31日

"22年
1月 1日

"22年
12月 31日河 野 通 之

⌒

理ヽν・監事
カトウ テツロウ 2∝2年 1月 1日

2022.年 12月 31日

年  月

年  月

日

ロ加藤 哲郎

(菫〉監事
ャプキ タカフミ

"22年
1月 1日

2022年 12月 31日

年  月

年  月

日

矢吹 孝文 日

⌒

Q望,監事 ハルナ ミキオ

春名 幹男

1月 1日 月 日

12月 31日 年  月  日

10

11

12 o監
事 オバタ

小幡

トシオ

利夫

2022`甲 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
2022年  12月  31日現在

特定非営利活動法人 インテリジェンス研究所

氏   名

1 山本 武利

2 土屋 ネL子

3 則松 久夫

4 須田 邦之

5 御代川 貴久夫

6 原田 健司

7 小林 聡明

8 河野 通之

9 加藤 哲郎

10 矢吹 孝文

11 春名 幹男

12 小幡 利夫

13


